
 

独居高齢者の健康状態の調査は行っている？

消費者トラブルの相談をするには　～海老名市消費生活センター～

独居高齢者の健康と安全はどう守る？

高齢者が巻き込まれる
消費者トラブルにどう立ち向かう？

★独居高齢者は、健康不調などが気が付かれにくい。実態調査を行った上

で、安全対策だけではなく健康対策にも力を入れてほしい！

（回答）啓発活動に力を入れていくと共に、相談員のスキルアップにも

努めるなど、相談体制の強化を図っていく。

（回答）70歳以上の一人暮らし高齢者を対象に、消火器や火災報知器等の
点検を行う「ひとり暮らし高齢者安全点検」を実施している。

★消費者トラブルの相談、解決はもちろん、トラブルや事故の未然防止に

ついて力を入れていただきたい。高齢の相談者には、特に親身になって寄

り添う対応をしていただきたい。また、何かあった時にはすぐに相談でき

る体制を作ってほしい！

★高齢者の数が今後増えると、民生委員だけでは見守り活動も手薄にな

ると予想される。行政の役目として「見守り」「気づき」「対策」に

向けた体制づくりをするべき！

（回答）65歳以上の独居高齢者の把握は民生委員の見守り活動により
行っていますが、高齢者個々の健康状態の把握にまで踏み込んだ調査等は

行っていません。

「市民の消費生活の安全と向上に努めるため、海老名市消費生活センターを設置しております。相

談をお受けするのは、専門の相談員です。相談員は「消費生活専門相談員」または「消費生活アド

バイザー」という資格を持っています。常時2～3名の相談員が、ご相談に応じています。」
（市のHPより抜粋）　市役所２階　市民相談課の横にあります
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たち登志子
高齢者の

孤独対策について
たち登志子の一般質問

２０２３年　秋号



～プロフィール～
 1973年1月17日生まれ。滋賀県に生まれ大阪府で育つ。海老名に移り住み２４年。
　高校生の時に南米チリに留学。シングルマザーとして一男一女を育てる。
　東海大学大学院　工学研究科　航空宇宙工学修了
　趣味：スキー・フィギュアスケート・鉄道・神社仏閣めぐり・古武術
　特技：スペイン語
　所属：海老名発女性の活動を応援する会（交流会やっています）
　近況報告：外回りの回数が多くなりこんがり日焼け

                                      連絡先　たち登志子　国分南3-4-15-3 ℡：080-1161-1966 fax：046-219-4580

 

　子ども・若者の自殺対策の更なる推進・強化、女性に対する支援の強化、地域自殺対策の取組
強化、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を踏まえた対策の推進などが追加された「自殺総合
対策大綱」が改定されました。
　私は今回の一般質問にて、悩める人に気が付き、傾聴し、見守り、必要な支援へとつなげる
ゲートキーパーの必要性や、新規の予約がとりづらい状況になっている医療機関との連携につい
て訴えました。
　また、大切な人が自ら命を絶ってしまい遺された自死遺族は、様々な偏見や自責の念、環境の
変化と戦っています。自死遺族が必要な支援を受けられる体制を整えることも必要です。
　悩んでいる方は、どこに相談していいのかわからない、そういった声をよくききます。海老名
市ではホームページに相談窓口を案内していますが、どの窓口に相談すべきか、の判断は追いつ
められた方には非常に厳しいものがあります。相談のハードルが下がるように、相談できる窓口
の一元化で入口を大きくすることや、LINEなどSNSを通じた相談窓口の案内を求めました。
　これからも、命を守る対策についてしっかりと取り組んでいきます。

命を守る対策について（自殺対策）

 

一般会計歳入決算額　５５０億８４２８万１７９円
一般会計歳出決算額　５２３億４１６４万７４５９円
防犯灯LED化整備　７７００万円
駅間での健康推進事業　１８００万円

プレミアム付き商品券の発行　３億７０００万円

公共施設附帯駐車場の有料化　２１００万円

食の創造館増築　３億５７００万円

スマート窓口、引っ越しワンストップ　４１００万円

消防署南分署整備　２８００万円　など

　　　　　　　　　　　　　　　

令和５年第３回定例会

　令和４年度の、救急件数の移行や新型コロナウイルス感染者の搬送状況について。

（回答）令和４年度中における救急件数は８，４７５件と過去最多。
　新型コロナウイルス感染症関連の救急も５６４件と、令和３年度中と比べて３倍近い件数となった。
　本市における救急事案においても、発熱や熱中症などを含め、新型コロナウイルス感染症を否定でき
ない救急件数が増加している。

新型コロナウイルス感染症の救急件数について 予算決算常任委員会総務分科会

たち登志子


